
有本揚排水機場の内水対策

紀の川

有本揚排水機場

有本揚排水機場では、毎秒２
０m3を自然排水でき、紀の川の
水位が高く自然に排水できない
場合は、ポンプにより毎秒４m3

の排水ができます。



有本地区の浸水実績
平成元年９月 浸水状況

台風14号

大雨

大雨

大雨

要因

18戸426mm平成12年9月11日

100戸262mm平成７年7月4日

22戸－平成５年8月22日

326戸316mm平成元年9月3日

床下浸水総雨量洪水名

有本揚排水機場

黄色は、H12.9の浸水区域

↑既往洪水での浸水被害（総雨量：気象庁和歌山雨量観測所の値）

平成12年9月11日からの降雨が過去30年間で最大でしたが、
和歌山市災害対策本部調べによれば、四箇郷地区で床下浸水
が18戸でした。
過去の浸水に比べ浸水家屋数が少なかったのは、有本川の
改修工事や有本揚排水機場の効果によるものです。



有本揚排水機場一般図


